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尾鷲北ＩＣ

尾鷲南ＩＣ

海山ＩＣ

三木里ＩＣ

熊野大泊ＩＣ

熊野ＩＣ（仮称）

熊野新鹿ＩＣ

賀田ＩＣ

一般国道４２号 熊野道路
延長6.7km

（起）三重県熊野市大泊町

（起）三重県熊野市久生屋町

御浜ＩＣ（仮称）

紀宝ＩＣ

（終）三重県熊野市久生屋町

（終）三重県南牟婁郡紀宝町神内

一般国道４２号 紀宝熊野道路

延長15.6km

拡大図

地点②

１．事業概要
（１）事業目的

－ １ －

近畿自動車道紀勢線は、大阪府松原市から三重県多気郡多気町に至る延長約３３５ｋｍの高規格道路です。

このうち、一般国道４２号熊野道路、紀宝熊野道路は、三重県熊野市大泊町から南牟婁郡紀宝町神内に至る延長２２．３㎞の自

動車専用道路で、近畿自動車道紀勢線と一体となり高速道路ネットワークを形成する道路です。

並行する一般国道４２号では、南海トラフ巨大地震等の大規模地震時における緊急輸送道路の確保、高次救急医療機関への

アクセス等の課題があります。本事業は、こうした課題解決のために、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援等を目

的に整備を進めています。

くまの くまの きほう ちょうおおどまりちょう こうのうちきほう くまの みなみむろ

進捗写真

R6.4 撮影 至 松阪

地点①：熊野道路 大泊付近

地点②：熊野道路 井戸地区付近

至 松阪

至 新宮

みえ

おおさか まつばら みえ たき たき ちょう

紀北町

熊野市

紀宝町

尾鷲市

御浜町

みえ くまの おおどまりちょう

みえ くまの くしやちょう

みえ みなみむろ きほうちょうこうのうち

位置図
近畿自動車道紀勢線

延長約335km

（起）大阪府松原市

（終）三重県

多気郡多気町

松原JCT
まつばら

勢和多気JCT
せいわ たき

和歌山JCT
わかやま

和歌山県

奈良県

三重県 伊勢
自動車道

熊野道路

紀宝熊野道路

おおさか まつばら

みえ

たき たきちょう

凡 例

未開通

高規格道路

熊野道路・紀宝熊野道路

一般国道

事業中
未開通

E42

E42

E24

E42

E23
E25

E26

R6.4 撮影

地点①

至 新宮

いせ

きせい

みやま

おわせきた

おわせみなみ

みきさと

くまのおおどまり

くまのあたしか

くまの

みはま

きほう

至 新宮

至 松阪

熊野尾鷲道路(Ⅱ期)
延長5.4km R3.8.29開通

おおどまり

いど

かた

まつさか

しんぐう



尾鷲北ＩＣ

尾鷲南ＩＣ

海山ＩＣ

三木里ＩＣ

熊野大泊ＩＣ

熊野ＩＣ（仮称）

熊野新鹿ＩＣ

賀田ＩＣ

一般国道４２号 熊野道路
延長6.7km

（起）三重県熊野市大泊町

（起）三重県熊野市久生屋町

御浜ＩＣ（仮称）

紀宝ＩＣ

（終）三重県熊野市久生屋町

（終）三重県南牟婁郡紀宝町神内

一般国道４２号 紀宝熊野道路

延長15.6km

紀北町

熊野市

紀宝町

尾鷲市

御浜町

みえ くまの おおどまりちょう

みえ くまの くしやちょう

みえ みなみむろ きほうちょうこうのうち

みやま

おわせきた

おわせみなみ

みきさと

くまのおおどまり

くまのあたしか

くまの

みはま

きほう

至 新宮

至 松阪

熊野尾鷲道路(Ⅱ期)
延長5.4km R3.8.29開通

かた

まつさか

しんぐう

事業名
一般国道４２号

熊野道路
一般国道４２号
紀宝熊野道路

道路規格 第１種第３級 第１種第３級

設計速度 ８０km/h ８０km/h

車線数 ２車線 ２車線

都市計画決定 － －

事業化 平成２６年度 平成３１年度

計画交通量 ６，８００台／日 ９，３００台／日

用地着手年度 平成２８年度 令和２年度

工事着手年度 令和元年度 工事未着手

道路延長
(供用済延長)

６.７km １５．６km

前回の再評価
令和２年度

（指摘事項無し：継続）
令和２年度

（指摘事項無し：継続）

全体事業費
４３８億円

（８８億円増額）
８４９億円

一般国道４２号熊野道路・一般国道４２号紀宝熊野道路

【土工部】 【橋梁部】 【トンネル部】

単位：ｍ

凡 例

未開通

高規格道路

熊野道路・紀宝熊野道路

一般国道

１．事業概要
（２）計画概要

－ ２ －

標準断面図

■ 一般国道４２号熊野道路は、平成２６年度に事業化しています。

■ 一般国道４２号紀宝熊野道路は、平成３１年度に事業化しています。
きほう くまの

くまの



（１）事業の必要性に関する視点
①災害に強い道路機能の確保

■並行する一般国道４２号は南海トラフ巨大地震による津波浸水想定区域を通過しており、熊野市４箇所、御浜町３箇所、紀宝

町２箇所の浸水が予測されています。

■熊野道路・紀宝熊野道路は津波浸水想定区域を避けるとともに十分な高さを確保した計画路線であり、大規模災害時におけ

る緊急輸送道路や一時的な避難場所として活用するため、緊急避難施設を設置し、地域の避難活動を支援しています。

くまの

ちょう

きほう

○津波による国道４２号の浸水想定箇所

※出典：三重県津波浸水予測図 （平成２５年度地震被害想定調査）

○紀勢自動車道での緊急避難施設設置例（尾鷲市）

２．評価の視点

尾鷲北IC付近
（R6.7.10撮影)

みはまちょう

311

42

熊野市

御浜町

紀宝町

熊野大泊ＩＣ

熊野ＩＣ(仮称)

御浜ＩＣ(仮称)

紀宝ＩＣ

熊野市役所 熊野道路

紀宝熊野道路

東紀州（紀南）広域防災拠点

御浜町役場

紀宝町役場

津波浸水想定区域を回避

：津波による浸水想定箇所

：津波浸水想定区域 ：整備前の緊急輸送道路

：整備後に想定される緊急輸送道路

：市役所および町役場

－ ３ －

整備前は、
緊急輸送道路が
津波浸水想定
区域を通過

唯一の幹線道路である国道42
号が津波浸水すると、地域とし
て孤立の危機

東紀州（紀南）広域防災拠点

御浜町役場

御浜ＩＣ(仮称)

最大浸水深(m)
■ 20 - 50
■ 10 - 20
■ 5 - 10
■ 2 - 5
■ 1 - 2
■ 0.3 - 1
■ 0.01 - 0.3

平成23年度三重県
津波浸水予測範囲

津波に対して
十分な高さを確保



熊野大泊IC

（仮）御浜ＩＣ

（仮）熊野ＩＣ

（仮）紀宝ＩＣ

23.4㎞
34箇所

紀南病院

○一般国道42号現道区間の信号設置状況

２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

②救急医療活動の支援

－ ４ －

■熊野道路、紀宝熊野道路の整備に伴い、２次救急医療機関へのアクセス性が向上し、呼吸停止時の死亡率や多量出血時の死亡率が低下す

る範囲が拡大し、生存率の上昇が期待されます。

■ ２次救急医療機関への搬送を信号交差点が連続する市街地を迂回することで搬送時の揺れが軽減することから、救急医療活動に貢献する

ことが期待されます。

くまの きほう くまの

〇紀南病院から15分圏・30分圏の変化

※整備前：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査結果より算出 ※整備後：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査結果及び設計速度より算出

尾鷲南IC

三木里IC

賀田IC

熊野新鹿IC

熊野大泊IC

御浜IC(仮称)

紀南病院
(2次救急医療機関)

紀宝IC

熊野道路

紀宝熊野道路

熊野IC(仮称)

近畿自動車道紀勢線
一般国道
主要地方道
一般県道・市道
その他道路

整備なし15分時間圏
整備あり15分時間圏

熊野・紀宝熊野道路

紀南病院

整備なし30分時間圏
整備あり30分時間圏

熊野市

紀宝町

尾鷲市

御浜町

奈良県

和歌山県

2次救急医療機関アクセス
15分圏が拡大

2次救急医療機関アクセス
30分圏が拡大

30分

50％

尾鷲北IC

新宮北IC
新宮中央IC(仮称)

新宮IC(仮称)

新宮南IC

那智勝浦IC

2次救急医療機関アクセス
30分圏が拡大

新宮市

紀宝鵜殿IC

熊野市消防本部の声
（R6.8時点）

救急搬送時は赤信号でも交差点を通行しますが、その際、交差道
路の交通に注意しながら減速していくため、交差点を通過するたび
に加減速が生じ、信号交差点が連続すると搬送患者への負担が大
きくなります。また、赤信号を横断するため安全性への配慮が必要で
あり、このような状況がなくなるのは救急搬送において望ましいです。

〇カーラーの救命曲線
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大宮大台
開通時

熊野尾鷲
開通前

紀勢自動車道
全線開通後
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

区間➋開通

区間❸開通
区間❹開通

区間❺開通

区間➊開通

紀勢大内山ＩＣ

熊野大泊ＩＣ

熊野新鹿ＩＣ

賀田ＩＣ

三木里ＩＣ

熊野市

尾鷲市

紀北町

尾鷲南ＩＣ

尾鷲北ＩＣ

海山ＩＣ

紀伊長島ＩＣ

紀
勢
自
動
車
道

熊
野
尾
鷲
道
路

➊

➋

➎

➍

➌

勢和多気JCT

南伊勢町

大紀町
大台町

大宮大台ＩＣ

勢和多気ＩＣ

H26.3 全線開通
延長21.2km

H25.9 全線開通
延長18.6km

H21.2 開通
延長10.4km

H18.3 開通
延長13.4km

H25.3 開通
延長10.3km

熊野道路延長6.7km

紀宝町

御浜町
紀
宝
熊
野
道
路

延長15.6km

(仮)熊野ＩＣ

紀宝ＩＣ

(仮)御浜ＩＣ

尾鷲市

36世帯(R2)
32世帯(R3)
26世帯(R4)

熊野市

12世帯(R2)
29世帯(R3)
8世帯(R4)

紀宝町

6世帯(R2)
27世帯(R3)
31世帯(R4)

御浜町

8世帯(R2)
3世帯(R3)
20世帯(R4)

紀北町

5世帯(R2)
12世帯(R3)
7世帯(R4)

東紀州地域へ県外から

４７４世帯
※
が移住

※H27～R4の移住世帯数(累計)

○東紀州地域における最近の県外からの移住世帯数（累計）

○東紀州地域への県外からの
移住世帯数（累計）

東
紀
州
地
域
へ
の
県
外
か
ら
の

移
住
世
帯
数
累
計
（
世
帯
）

※出典：各市町の移住担当窓口からの提供資料

（年）

○東紀州地域の移住活動の例

移住定住サイトの設立（熊野市）
［紀宝町・企画調整課の声］

(R2.7.17(金)時点)

高速道路開通を機
に東紀州地域から
都市への時間短縮
による便利さを移
住相談会などでア
ピールしたことが
移住世帯数の増加
につながりました。

移住相談会の様子（紀宝町）
紀宝町より提供(R2.7.17撮影)

■東紀州地域の市町は、高速道路整備を契機としたＩ・Ｕターンなどの移住による地域おこしを目指し、移住定住サイトの設立や

移住相談会・田舎体験ツアーなど各種取組を実施し、定住魅力の向上に努めています。

■紀勢自動車道と熊野尾鷲道路の整備に伴い、東紀州地域から県外都市部への所要時間が短縮し、移住世帯数は年々増加し

ています。熊野道路、紀宝熊野道路の整備により、更にアクセスが向上し、更なる移住世帯数の増加が期待され、地域の活

性化が期待されます。

熊野市移住定住サイトより

※出典：各市町の移住担当窓口からの提供資料

高規格道路

国道42号

東紀州地域
（紀北町、尾鷲市、熊野市、御浜町、紀宝町）

未開通

熊野道路・紀宝熊野道路

凡 例

➏R3.8 全線開通
延長5.4km

熊野尾鷲道路(Ⅱ期)

２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

③地域の魅力向上の支援

区間❻ 開通

－ ５ －

紀勢自動車道・熊野尾鷲道路
開通後に東紀州地域へ
４７４世帯が移住

○御浜町役場から名古屋西JCT
までの所要時間の推移

資料：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査結果

道路整備により
東紀州地域までの
所要時間が
約５９分短縮

○御浜町役場



4.7
5.7

0.0

2.0

4.0

6.0

H24 R5

滞在時間（時間）

○紀勢線沿線の観光資源と高速ネットワーク整備による周遊性の向上
凡 例

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）・未開通

高規格幹線道路

熊野道路・紀宝熊野道路

一般国道

事業中
未開通

世界遺産

「紀伊山地の霊場と参詣道」

平成16年7月7日登録

主な観光地

E25

E26

E24

E42

E42

E23

－ ６ －

■近畿自動車道紀勢線は順次開通区間を伸ばしており、これに伴い沿線市町の観光客数が増加しており、移動時間の短
縮により観光滞在時間も増加しています。

■熊野道路、紀宝熊野道路の整備により、和歌山県・三重県の豊富な観光資源を活かした広域周遊観光を支援すること
ができます。

出典：和歌山県：和歌山県観光客動態調査報告書
三重県：観光レクリエーション入込客数推計

○紀勢線沿線地域の観光客の推移

近畿自動車道紀勢線(松原JCT～ 勢和多気JCT)
延長 約335km

まつばら せいわ たき

和歌山県

奈良県

三重県

松原JCT
まつばら

勢和多気JCT
せいわ たき

熊野道路

紀宝熊野道路

紀勢自動車道 すさみ串本道路 串本太地道路

和歌山JCT

伊勢神宮(外宮)

伊勢神宮(内宮)

熊野那智大社

那智大滝 等

那智勝浦温泉

アドベンチャー

ワールド(南紀白浜)

和歌山城

鬼ヶ城
おにがじょう

花の巌
はな いわや

熊野 速玉大社
くまの はやたまたいしゃ

橋杭岩
はしぐいいわ

潮岬
しおのみさき

三重県立

熊野古道センター

整備前：３２１分

整備後：２６１分
に短縮

②H26年全線開通
紀伊長島IC～尾鷲北IC

③H27年開通
南紀田辺IC～すさみ南IC

熊野本宮大社

吉野・大峯

高野山
馬越峠

①H25年開通
紀勢大内山IC
～紀伊長島IC

①H25年全線開通
熊野尾鷲道路

わかやま

紀勢自動車道

伊勢

自動車道

※整備前：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査結果より算出

※整備後：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査結果及び設計速度より算出

熊野道路・紀宝熊野道路

事業中

高規格道路

一般国道

世界遺産
「紀伊山地の霊場と参詣道」
(平成16年7月7日登録)

主な観光地

E42

④R3年開通
熊野尾鷲道路(Ⅱ期)

23

24

26

未開通

未開通

２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

④広域周遊観光の支援

紀勢自動車道開通区間：上富田町・白浜町・すさみ町
紀勢自動車道・熊野尾鷲道路開通区間：熊野市・尾鷲市・紀北町
未整備区間：紀宝町・御浜町
未整備区間：串本町・古座川町・太地町・那智勝浦町・新宮市

なちかつうらおんせん

くまのなちたいしゃ

なちおおたき

くまのほんぐうたいしゃ

よしの おおみね

こうやさん

なんきしらはま

まごせとうげ

くまのこどう

伊勢神宮（内宮）（伊勢市）

出典：三重県観光連盟 観光三重

421 420 440 438 459 495 483 
323 319 388 

51 52 52 53 49 49 46 
35 36 39 

294 297 364 387 340 337 322 

212 190 
233 

383 380 
448 492 486 485 487 

355 371 
434 

1,148 1,149 
1,304 1,368 1,334 1,367 1,337 

925 916 
1,093 

0

400

800

1,200

1,600

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

観
光
入
込
客
数(

延
数)

(

万
人)

②H26 紀勢道開通
（三重県内）

③H27 紀勢道開通
（和歌山県内）

(年)

①H25 紀勢道
熊野尾鷲道路

(一部)開通

②①

③

④R3 熊野尾鷲
道路Ⅱ期開通

④

インバウンド
観光客増
加等により、
今後も観
光客増加
が期待

新宮紀宝道路

新宮道路

○東紀州地域の観光滞在時間

滞在時間
が増加

紀勢道・熊野尾鷲道路
開通

出典：三重県：観光レクリエーション入込客数推計

コロナ禍



３．事業の進捗及び見込みの視点

尾鷲北ＩＣ

尾鷲南ＩＣ

海山ＩＣ

三木里ＩＣ

熊野大泊ＩＣ

熊野ＩＣ（仮称）

熊野新鹿ＩＣ

賀田ＩＣ

一般国道４２号
熊野道路

延長6.7km

（起）三重県熊野市大泊町

（起）三重県熊野市久生屋町

御浜ＩＣ（仮称）

紀宝ＩＣ

（終）三重県熊野市久生屋町

（終）三重県南牟婁郡紀宝町神内

一般国道４２号
紀宝熊野道路

延長15.6km

地点②

凡 例

未開通

高規格道路

熊野道路・紀宝熊野道路

一般国道

地点①

事業名 一般国道42号 熊野道路 一般国道42号 紀宝熊野道路

区間 熊野大泊ＩＣ～熊野市久生屋町 熊野市久生屋町～紀宝ＩＣ（仮称）

用地取得率
約８５％ → １００％

（令和元年度末） （令和５年度末）

０％ → 約１５％
（令和元年度末） （令和５年度末）

事業進捗率
約１３％ → 約５３％

（令和元年度末） （令和５年度末）

約１％ → 約４％
（令和元年度末） （令和５年度末）

＜前回評価時[R2再評価時]＞

＜今回評価時点＞

事業の進捗の見込みの視点

■熊野道路：三重県熊野市大泊町～熊野市久生屋町（延長６．７km）は、早期開通に向けて改良工およびトンネル工を推進しています。

■紀宝熊野道路：三重県熊野市久生屋町～南牟婁郡紀宝町神内（延長１５．６km）は、早期開通に向けて調査設計及び用地買収を推進します。

至 新宮

至 松阪

地点② 熊野道路（井戸）

R3.6 撮影

－ ７ －

至 新宮

R6.4 撮影至 松阪 R6.7 撮影

至 松阪

至 新宮

紀宝熊野道路（久生屋）地点③

R2.8 撮影

至 新宮

熊野道路（大泊）地点①

至 松阪

地点③
R6.4 撮影至 松阪

至 新宮



■ 事業費増加の要因

①トンネル支保パターンの変更および補助工法の追加
②物価上昇による資機材及び労務単価の増加

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 合計８８億円増額

事業費増額の要因 増額

①トンネル支保パターンの変更および補助工法の追加
・当初計画時は、既往文献や隣接トンネル実績を踏まえ、花こう斑岩主体の安定した地山であり、トンネル坑口部を除く区間を支保パ

ターンCⅠと想定していました。

・トンネル設計に際し、ボーリング調査（鉛直・水平）や弾性波探査を行った結果、一部区間で亀裂分布が多い低速度帯を確認しまし

た。

・このため、第1～４トンネルについて支保パターンの変更と補助工法の追加が必要となりました。

４０億円

②物価上昇による資機材及び労務単価の増加
・原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時（令

和2年度）に比べて、建設資材や労務費の単価が上昇しています。

・建設資材価格の伸び率では、Ｒ2.4を基準とした場合、鋼板、H鋼、異形棒鋼等の鋼材価格が約1.4倍～1.7倍となります。

・労務単価についても、前回評価時から1.13～1.21倍程度増加しています。

・主に建設資材価格の上昇の影響を受け、橋梁・トンネル等の工事費の増加が必要となります。

４８億円

合計 ８８億円

４．事業費の見直しについて（一般国道４２号熊野道路）

－ ８ －



補助工法 目的

■掘削補助工法

■当初計画時は、既往文献や隣接トンネル実績を踏まえ、花こう斑岩主体の安定した地山であり、トンネル坑口部を除く区間を支
保パターンCⅠと想定していました。

■トンネル設計に際し、ボーリング調査（鉛直・水平）や弾性波探査を行った結果、一部区間で亀裂分布が多い低速度帯を確認し
ました。

■このため、第1～４トンネルについて支保パターンの変更と補助工法の追加が必要となりました。

①：トンネル支保パターンの変更および補助工法の追加 ＋４０億円

■位置図

４．事業費の見直しについて（一般国道４２号熊野道路）

■地質縦断図 （第３トンネル）

長尺鋼管ﾌｫｱﾊﾟｲﾘﾝｸﾞ

鏡ボルト鏡吹付コンクリート

注入式ﾌｫｱﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ

８６６m

１,３０７m 

１,１８１m

６１５m

■支保パターン

当初：パターンCⅠ

＜主な構造＞
・ロックボルト L=4000×22本
・吹付コンクリート t=150
・覆工 t=400（無筋）

＜主な構造＞
・ロックボルト L=6000×26本
・吹付コンクリート t=200
・覆工 t=400（無筋）
・インバート t=500
・鋼アーチ支保工 H-150×150

変更：パターンＤⅠ

－ ９ －

■支保パターンの変更

■補助工法の変更

■事業費の増額

＜ボーリングコア＞
礫状化が著しい変質帯を確認

工種 増額

支保パターン変更 23億円

補助工法の追加 17億円

合計 40億円

切羽からの土砂流出剥落対策

長尺鋼管ﾌｫｱﾊﾟｲﾘﾝｸﾞ(L=12.5m) 
注入式ﾌｫｱﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ (L=3.0m)

トンネル天端 安定対策

鏡ボルト 切羽安定対策

鏡吹付コンクリート

当初
D
Ⅲ

CⅠ
D
Ⅲ

変更 DⅢ CⅠ DⅠ CⅠ DⅢDI

変更 75m

当初

＜変更＞水平ボーリング結果より、強風化の花崗斑岩が確認されたため補助工法を追加

＜変更＞ボーリング調査および弾性波探査結果より亀裂や変質が多いことを確認、一部区間をパターンDⅠに変更

40m



■原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時
（令和2年度）に比べて、建設資材や労務費の単価が上昇しています。

■建設資材価格の伸び率では、Ｒ2.4を基準とした場合、鋼板、H鋼、異形棒鋼等の鋼材価格が約1.4倍～1.7倍となります。
■労務単価についても、前回評価時から1.13～1.21倍程度増加しています。
■主に建設資材価格の上昇の影響を受け、橋梁・トンネル等の工事費の増加が必要となります。

②：物価上昇による資機材及び労務単価の増加 ＋４８億円

４．事業費の見直しについて（一般国道４２号熊野道路）

0.80

0.90

1.00

1.10
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1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

R2
.4

R3
.4

R4
.4

R5
.4

R6
.4

アスファルト混合物密粒度アスコン（20） H形鋼SS400 200×100

異形棒鋼SD345 D16～25 鋼板無規格 12≦ｔ≦25

軽油1.2号 生コン24-8-25BB

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

1.10

1.12

1.14

1.16

1.18

1.20

1.22

1.24

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4

普通作業員 鉄筋工

トンネル作業員 橋梁特殊工

交通誘導員B

■建設資材単価の伸び率（R2.4を基準に算出，単価適用都市：熊野市）

1.43
H形鋼 SS400 

1.44
異形棒鋼 SD345

1.20
軽油 1.2号

1.33
アスファルト混合物

1.38
生コン

■労務単価の伸び率（R2年度を基準に算出，単価適用都市：熊野市）

1.17
鉄筋工

1.21
交通誘導員B

1.16
普通作業員

1.21
トンネル作業員

1.13
橋梁特殊工

1.65
鋼板 12≦ｔ≦25

－ １0 －



５．費用対効果分析

（１）３便益による事業の投資効果

○３便益による事業の投資効果

【前回再評価時（R4近畿地整評価時）からの変更点】
１．費用便益分析マニュアルの改訂（Ｒ４マニュアル→Ｒ５マニュアル）により、社会的割引率１％・２％のケースについて試算。
２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｒ４年度→Ｒ６年度）。
３．費用便益分析のGDPデフレーターを更新（Ｒ４年度→Ｒ６年度）。
４．熊野道路の事業費増（88億円）。

○費用便益分析（B/C）について

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費＋更新費

便益（億円） 費用（億円）
B/C

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時（R4近畿） 296,203 27,171 4,286 327,660 41,630 8,375 2,516 52,521 6.2

今回評価時 323,196 29,582 4,664 357,443 46,191 9,006 2,672 57,869 6.2

〔参考〕 社会的割引率２％ 369,328 33,872 5,274 408,474 45,109 10,357 3,573 59,038 6.9

〔参考〕 社会的割引率１％ 408,717 37,539 5,797 452,053 44,289 11,523 4,265 60,078 7.5

※１ 便益算定に当たってのエリアは、「近畿自動車道紀勢線（松原ＪＣＴ～勢和多気ＪＣＴ）」周辺の主要な幹線道路（延長約29,300km）を対象として算出。
※２ 令和4年2月に公表された平成27年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのR22将来ODに基づきB/Cを算出。
※３ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
※４ 事業区間を熊野道路として算出した費用便益比（B/C） 【事業全体】0.7 【残事業】1.5

事業区間を紀宝熊野道路として算出した費用便益比（B/C） 【事業全体】0.7 【残事業】0.8

【事業全体】 松原ＪＣＴ～勢和多気ＪＣＴ

【残事業】 松原ＪＣＴ～勢和多気ＪＣＴ

変動要因 変動ケース B/C
交通量 ±10% 5.6～6.8
事業費 ±10% 6.2～6.2

事業期間 ±20% 6.2～6.2

変動要因 変動ケース B/C
交通量 ±10% 2.3～2.9
事業費 ±10% 2.4～2.9

事業期間 ±20% 2.5～2.9

＜感度分析結果＞

－ １１ －

便益（億円） 費用（億円）
B/C

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時（R4近畿） 5,750 452 88 6,291 3,177 499 6.8 3,683 1.7

今回評価時 7,404 534 100 8,037 2,639 436 3.9 3,079 2.6

〔参考〕 社会的割引率２％ 12,123 862 159 13,144 2,800 713 12 3,525 3.7

〔参考〕 社会的割引率１％ 16,060 1,141 208 17,409 2,868 948 22 3,838 4.5



５．費用対効果分析

（２）一体評価区間の考え方

－ １２ －

一体評価
区間

（残事業）

一体評価
区間

（事業全体）

○
開通済区間

延長８２．７km
阪和自動車道

○
開通済区間

延長１９．４ｋｍ
湯浅御坊道路

○
開通済区間
延長９．８ｋｎ

阪和自動車道

○ ○

暫定２車線
開通済区間

延長１７．４ｋｍ
阪和自動車道

○
開通済区間

延長３８．０km
紀勢自動車道

一体評価区間
（事業全体）

一体評価区間
（残事業）

暫定２車線
開通済区間

延長２３．８ｋｍ
紀勢自動車道

○ ○

開通済区間
延長３１．５ｋｍ
紀勢自動車道

○

開通済区間
延長５．４km

熊野尾鷲道路
○

※○印は費用便益分析の対象

事業中区間
延長１９．２ｋｍ
すさみ串本道路

事業中区間
延長１８．４km
串本太地道路

開通済区間
延長１５．２km

那智勝浦新宮道路

事業中区間
延長４．８km

新宮道路

事業中区間
延長２．４km

新宮紀宝道路

事業中区間
延長１５．６km
紀宝熊野道路

事業中区間
延長６．７km
熊野道路

開通済区間
延長１８．６km
熊野尾鷲道路

B/C

一体評価区間
（事業全体） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6.2

一体評価区間
（残事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2.6

R3.8.29暫定2車開通

暫定2車線開通



■地盤改良工では、ＩＣＴ地盤改良工に取り組み、地盤改良機械の位置や施工状況を活用し、改良箇所、改良範囲に関わる施工履
歴データを活用することにより施工管理、出来高、出来形管理の効率化を図っています。

■今後も、技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■従来工法

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■ コスト縮減

－ １３ －

■熊野道路・紀宝熊野道路は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、災害に強い

道路機能の確保や救急医療活動の支援など、期待される効果が大きい事業で、地域の課題に大きな変化が無いことから、現

計画が最も適切であると考えます。

くまの きほう くまの

■ＩＣＴ地盤改良工

■ 代替案立案等の可能性の視点

設計図に合わせた施工範囲、区画割
り等の測量及び目印を設置

目印に合わせた施工を行い、丁張等
による実測作業による施工深度確認 ICT活用により、施工範囲等の測量、

区画割りの目印設置を省略

３次元設計データを用いた
施工範囲の把握

ICT建機による施工

ICT建機による施工、出来高、
出来形計測の効率化

施工幅、延長、深度
の実測不要



７．県・政令市への意見聴取結果

■三重県の意見
〇対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。

一般国道４２号熊野道路は、広域的な交流・連携の促進を支えるとともに、近年頻発化・激甚化する台風・豪雨災害や、発生
が危惧される南海トラフ地震による津波発生時において、現道（国道４２号）とのダブルネットワークを形成し、災害時の救助・救
急、医療活動を支える「命の道」となる重要な道路です。
特に、第二次救急医療機関である尾鷲総合病院への搬送時間短縮により救急医療活動を支える極めて重要な道路となります。
今後も引き続き、当県と十分な調整をしていただき、一日も早く供用されることを求めます。

なお、事業実施にあたっては、全体事業費が大幅に増となっていることから、最新の技術の活用も含め徹底したコスト縮減
に努められたい。

一般国道４２号 熊野道路

－ １４－

■三重県の意見

〇対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。

一般国道４２号紀宝熊野道路は、広域的な交流・連携の促進を支えるとともに、近年頻発化・激甚化する台風・豪雨災害や、
発生が危惧される南海トラフ地震による津波発生時において、現道（国道４２号）とのダブルネットワークを形成し、災害時の
救助・救急、医療活動を支える「命の道」となる重要な道路です。
特に、第二次救急医療機関である紀南病院への搬送時間短縮により救急医療活動を支える極めて重要な道路となります。
また、当県としても、円滑な事業環境の確保のため、近畿道紀勢線推進プロジェクトチームを設置し、用地取得や事業調整

に取り組んでいるところです。
今後も引き続き、当県と十分な調整をしていただき、一日も早く供用されることを求めます。

一般国道４２号 紀宝熊野道路

８．対応方針（原案）

■一般国道４２号熊野道路、一般国道４２号紀宝熊野道路の事業を継続する。
き ほ う く ま のく ま の


